
令和８年度 LMO千田イレブン事業計画書 

 

１ 今年度の目標 

・住民同士の交流の促進のために、千田学区盆踊り大会を復活させる。 

・地域課題のうち、高齢者の孤立を解決するため、新たに千田ささえ愛のわ交流会事業を実施

する。 

 

 

１ 事業名  千田ふれあいとんど (８)事業中(１)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑶ 地域住民の交流促進に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和 ９ 年 1 月 10日 ～ 令和 ９ 年 1 月 10日 

⑵ 実施場所  千田公園グラウンド 

⑶ 参加者数    2,000    人（見込み） 

⑷ 主催団体  団体名 千田ふれあいとんど実行委員会  

４ 取組内容 （具体的に記入してください。） 

若い世代を中心に住民が協力して「やぐら」を組み立て、正月飾り・しめ縄・書初めなどの

縁起物を燃やし、地域住民の五穀豊穣・商売繁盛・無病息災を祈願する。 

また、消防団の実技披露、太鼓演奏、各団体によるバザー、大声コンテスト、お菓子まきなど

の催しも併せて開催し、地域のふれあいや世代間交流を図る場とする。 

５ 目的・効果  

⑴  目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

千田地区において、この度のとんどは第 38 回目の実施となる。地域で大切にされてきた

伝統行事を継承するとともに、ＬＭＯの設立を機にＬＭＯ千田イレブンの後援により実施

することで、地区内の住民に広く周知し、地域内のつながりや世代間交流を促進する。 

 

⑵  効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果が見込まれるか。） 

地域に住む多世代の住民が、とんどの炎に暖まりながら無病息災を願う伝統行事や、その

他の催しを楽しむことで、地域への愛着（帰属意識）が深まり、コミュニティ意識が高ま

る。 

また、やぐらの材料の調達や組み立てを、千田地区の父親達や、小学校の卒業生などと協

力して完成させることで、世代間交流を通じた次世代の担い手の育成に繋げる。 

 

  



１ 事業名 千田学区防災訓練 (８)事業中(２)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑻ 地域の防災又は減災に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和 9 年 2 月予定 ～ 令和 9 年 2 月予定 

⑵ 実施場所  千田小学校 

⑶ 参加者数    500    人（見込み） 

⑷ 主催団体  団体名 ＬＭＯ千田イレブン、千田地区自主防災会  

４ 取組内容 （具体的に記入してください。） 

地震や水害などの災害発生を想定した訓練（避難訓練、避難所開設訓練、炊き出し訓練、AED

体験、消防車両の試乗会等）を行う。また、訓練に併せて、防災講演会やブース体験なども実

施し、学区に居住する多くの住民に参加してもらう。 

５ 目的・効果  

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

千田地区では、平成 27年に学区全体で防災訓練を実施した。近年頻発する豪雨災害や、南

海トラフ地震の発生確率が上がっているなか、継続的に訓練を実施することが必要であ

る。この度、災害発生後を想定し、小学校で防災訓練を行うことで、住民一人ひとりの防

災意識を高めるとともに、災害に備え、地域で協力し合える体制づくり（共助の推進）を

目指し、地域防災力の向上を図る。 

 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果が見込まれるか。） 

実際の訓練を通じ、いざという時の行動力を身につけることができるほか、地域全体で災

害に備える意識が高まり、平時からのつながりを持つきっかけになる。 

また、各団体の役割が明確になることで、地域の連帯体制が強化される。 

  



１ 事業名 情報発信・広報 (８)事業中(３)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⒁ ⑴～⒀に掲げる活動の地域内外への情報の発信に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  通年 

⑵ 実施場所  千田学区内 

⑶ 参加者数  全学区住民（見込み） 

⑷ 主催団体  団体名  ＬＭＯ千田イレブン          

４ 取組内容 （具体的に記入してください。） 

 千田学区全体の情報を発信するホームページを作成するほか、多世代に行き渡るよう、 

公式 LINEなどの SNSも導入し、随時事務局で発信していく。 

ＬＭＯ千田イレブンの認知度を上げるため、チラシを作成し学区内の多くの住民に行き渡るよ

う、鷹野橋商店街等のイベントにブース出展し、LMOの事業の広報を行う。 

５ 目的・効果  

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

千田地区の地域のイベントやお知らせを発信するホームページがないため、学区全体に地

域の幅広い情報を行き届かせる。また、子育て世代など若い住民の人口が増加している地

区であり、ＳＮＳ等のツールも併用し、幅広い世代に向けた広報の強化が必要である。 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果が見込まれるか。） 

認知度アップのほか、地域の行事やイベント、災害に関する情報、各団体の概要などを体

系的に知ることができ、これまで地域活動に参加したことのない住民の行事参加や活動従

事が期待できる。また、ＳＮＳを併用することで、迅速な情報発信や、若い世代の興味関

心を促す。 

 

  



１ 事業名 防災キャンプ (８)事業中(４)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑻ 地域の防災又は減災に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和 ８ 年 9月予定～ 令和 ８ 年 9 月予定 

⑵ 実施場所  千田小学校 

⑶ 参加者数  ２５０人（見込み） 

⑷ 主催団体  団体名  千田父親クラブセンダーバード          

４ 取組内容 （具体的に記入してください。） 

防災意識の向上を目的として、千田小学校在学児童、千田学区在住小学生及びその保護者によ

る、バケツリレー、水消火器射的ゲーム、スイカ救出ゲーム、リアル脱出ゲーム、お化け屋敷

等のアトラクションを実施し、親子で防災について学習する。 

 

５ 目的・効果  

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

全国各地では、毎年、風水害や地震などの自然災害が発生している。災害はいつやってくる

か分からないため、平常時には災害に備え、災害時には自らの安全を守り、そして友だちと

助け合ってお互いの安全を守ることなど、防災への意識の向上を目的にキャンプを実施す

る。 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果が見込まれるか。） 

子どもたちがチーム単位でイベントを運営・体験することにより、他者理解・協働性を育て

ることで、地域全体の防災力を底上げすることができる。 

 

  



１ 事業名 たかのばし こどもみらい (８)事業中(５)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑶ 地域住民の交流促進に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和 8 年 8月 6日 ～ 令和 8 年 8月 6日 

⑵ 実施場所  鷹野橋商店街アーケード下 

 
⑶ 参加者数  400 人（見込み） 

⑷ 主催団体  団体名  広島市タカノ橋商店街振興組合       

４ 取組内容 （具体的に記入してください。） 

 巨大灯ろうを４基それぞれ４面に千田小学校２年生に平和をテーマにした絵を描いていた

だき、作成し商店街に設置をする。アーケード下には切り竹を２００個用意し並べて、電子ロ

ウソクを入れて点灯、アーケードの照明を消して、切り竹の道を児童がキャンドルをもって行

進。川土手の慰霊碑まで行って献花・黙とうをする。キャンドル行進の前には、平和セレモニ

ーとして山陽高校父兄のコーラス部と千田小学校２年生並びに近隣在住児童による原爆関連

の唱歌を共に合唱する。 

５ 目的・効果  

⑴  目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

原爆被害の大きかった当地域で、多くの死没者に対しての慰霊の機会を作り、千田学区の

児童に対して二度と原爆が使われるような戦争がないことを祈念してもらう催しを開催

している。 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果が見込まれるか。） 

本事業を通じて、地域の子どもたちが原爆の悲惨さや平和の尊さを体験的に学ぶことで、

次世代への平和意識の継承が進む。また、千田学区の児童・近隣住民・商店街が協働して

慰霊祭をつくり上げることで、地域内のつながりが強化され、コミュニティの一体感が高

まる。 

 

   



１ 事業名 千田ささえ愛のわ交流会 (８)事業中(６)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑹ 地域の高齢者、障害者等への支援に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和 8 年 10月 11日 ～ 令和 8 年 10月 11日 

⑵ 実施場所  千田学区内 

⑶ 参加者数  １００ 人（見込み） 

⑷ 主催団体  団体名  ＬＭＯ千田イレブン・各町内会          

４ 取組内容 （具体的に記入してください。） 

 千田学区では、地域住民と包括支援センターが連携し、見守りが必要な高齢者の連絡先を登

録し、地域住民が定期的に声かけ・見守りを行っている。この度初めて、年 1回、ささえ愛の

わに登録している高齢者を中心として、千田地区各町内会・民生委員などの団体及び広島市国

泰寺地域包括支援センターが連携し、ともに集まる場を設け、顔を合わせ、交流を行う。 

５ 目的・効果  

⑴  目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

LMO と、千田地区各町内会・民生委員などの団体及び広島市国泰寺地域包括支援センターが

連携し、高齢者の方・健康に不安のある方・その他見守りを希望される方を地域で見守る体

制の強化を図り、共に支え合う地域社会の実現を目指す。 

⑵  効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果が見込まれるか。） 

本事業により、地域の高齢者や健康に不安を抱える住民に対して、日常的な見守り体制が強

化されることで、孤立の防止や生活不安の軽減が期待できる。地域内の情報共有が円滑にな

り、支援が必要な住民を早期に把握し、適切な支援につなげることが可能となる。誰もが安

心して暮らせる持続可能な地域づくりに寄与する効果が見込まれる。 

 

  



１ 事業名 千田学区盆踊り大会 (８)事業中(７)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑶ 地域住民の交流促進に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和 8 年 8月 4日 ～ 令和 8 年 8月 4日 

⑵ 実施場所  千田学区内 

⑶ 参加者数  １０００人（見込み） 

⑷ 主催団体  団体名 千田学区盆踊り大会実行委員会 

４ 取組内容 （具体的に記入してください。） 

 学区全体の夏の行事として、長年行われてこなかった盆踊り大会を復活させ、地域住民の交

流の場をつくる。櫓を組み立て、地元商店等の出店も行う。世代を超えたつながりを深め、地

域経済の活性化をはかる。 

５ 目的・効果  

⑴  目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

千田学区では、長年、盆踊り大会が行われておらず、地域コミュニティの希薄化が懸念され

ている。住民同士が交流し、世代を超えたつながりを深める場をつくる必要がある。 

⑵  効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果が見込まれるか。） 

地域の連帯感を高め、孤立防止や地域力向上をはかる。子どもや若い世代が地域文化に触れ

る機会を提供し、盆踊りという伝統行事を次世代へ継承する。地元商店・団体の出店機会を

つくり、地域経済の循環を促すまた、盆踊りをきっかけに学区への来訪者が増え、継続的な

にぎわいを生むことができる。 

 

  



１ 事業名 子育てオープンスペースクリスマスイベント (８)事業中(８)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑸ 地域のこども及び子育て世帯への支援に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和 8 年 12月予定～ 令和 8 年 12月予定 

⑵ 実施場所  千田児童館 

⑶ 参加者数  ３０ 人（見込み） 

⑶  主催団体  団体名  千田地区民生委員児童委員協議会・千田地区社会福祉協議会          

４ 取組内容 （具体的に記入してください。） 

 千田児童館において、乳幼児とその保護者を対象として毎月開催している子育てオープンス

ペースにて、クリスマスイベントを実施する。予約は不要で、だれでも気軽に参加できるクリ

スマスイベントを開催する。 

５ 目的・効果  

⑴  目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

子育て家庭が気軽に集い交流できる場をつくり、講師の講演と季節行事を通じて地域の

子育て支援を強化する。 

⑵  効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果が見込まれるか。） 

保護者の育児不安が軽減し、参加者同士のつながりが生まれる。子どもは楽しい体験を

通じて安心感と地域への親しみを育む。 

 

 

３ 自主財源で実施する事業 

年月日 事業名 特定地域共同活動の分類 取組内容 

    

    

 


